
トネハナヤスリ
Ophioglossum namegatae M.Nishida et Kurita ハナヤスリ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東地方の利根川流域）　[日本固有種]

生 育 地 氾濫原に生える。取手市の利根川や常総市の
小貝川の河川敷などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，河川の改修

そ の 他 取手市利根川河川敷などで発見されたのでト
ネの名がついた。

坂東市（内山）

カラクサシダ
Pleurosoriopsis makinoi (Maxim. ex Makino) Fomin ミズワラビ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州（最南部を除く）
／シベリア東部・中国・朝鮮

生 育 地 深山の岩上や樹幹に着き，湿ったコケに埋
まって生える。北茨城市，常陸太田市，筑波山，
加波山などに生育する。

選 定 理 由 生育地点や個体数が少ない，森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）

シシラン
Haplopteris flexuosa (Fee) E.H.Crane シシラン科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州・琉球／朝鮮・
中国・ヒマラヤからマレーシア

生 育 地 山林中の岩上や樹幹に着生する。御前山，常
陸大宮市，大子町に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（内山）

絶滅危惧ⅠＢ類
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アマクサシダ
Pteris dispar Kunze イノモトソウ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西・ただし日本海側にはな
い）・四国・九州・琉球／朝鮮・台湾・中国

生 育 地 暖地の山麓にかけて生える。つくば市，かす
みがうら市などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常総市（内山）

ナンタイシダ
Athyriorumohra maximowiczii (Baker) Sugim. オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（東北地方南部から近畿地方）／朝鮮（済
州島）

生 育 地 温帯林の林下に生える。県内では，筑波山が
唯一の生育地である。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

筑波山（中崎）

メヤブソテツ
Cyrtomium caryotideum (Wall. ex Hook. et Grev.) C.Presl オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方・中部地方南東部・紀伊半島）・
四国・九州／ヒマラヤから台湾にかけての各
地・フィリピン・ハワイ

生 育 地 山地に生じ，石灰岩地での土のたまった岩隙
などに生える。常陸太田市や常陸大宮市など
に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他 常陸太田市（藤田）
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サイゴクベニシダ
Dryopteris championii (Benth.) C.Chr. ex Ching オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（宮城県・新潟県と関東地方以西）・四国・
九州（最南部を除く）／朝鮮・中国

生 育 地 低山地の林下のやや乾いた斜面や山麓，村落
に生える。常陸大宮市，笠間市，行方市，潮
来市，水戸市，石岡市などに生育する。　　

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（内山）

シラネワラビ
Dryopteris expansa (C.Presl) Fraser-Jenk. et Jermy  subsp. assimilis (S.Walker) Tzvelev オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／北半球の温帯

生 育 地 温帯林の林下に生える。北茨城市，大子町な
どにまれに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

キヨズミオオクジャク
Dryopteris namegatae (Sa.Kurata) Sa.Kurata オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州／中国（四
川省）

生 育 地 山地の林中に生える。笠間市，石岡市に生育
する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

（県博収蔵標本：笠間市産）
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ナガバノイタチシダ
Dryopteris sparsa (Buch.-Ham. ex D.Don) Kuntze オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（千葉県南部以南）・四国・九州・琉球
／台湾・中国・インドからマレーシア

生 育 地 低山地の林下に生える。桜川市，笠間市，石
岡市などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

石岡市（内山）

ホソイノデ
Polystichum braunii (Spenn.) Fee オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州（中部以北・鳥取県・山口県）
／朝鮮・中国・ソビエト・ヨーロッパ・北ア
メリカ・北半球の温帯

生 育 地 温帯林の林下に生える。水戸市や大子町など
に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（中崎）

チャボイノデ
Polystichum igaense Tagawa オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東から近畿地方）・四国・九州（宮崎県）　 
[日本固有種]

生 育 地 山地の林床に生える。大子町に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（中崎）
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カタイノデ
Polystichum makinoi (Tagawa) Tagawa オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州（宮崎県）

生 育 地 山地の林下に生える。大子町に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（中崎）

サイゴクイノデ
Polystichum pseudomakinoi Tagawa オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方・能登半島）・四国・九州／
中国

生 育 地 山地の林下に生える。大子町に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（中崎）

ヒカゲワラビ
Diplazium chinense (Baker) C.Chr. メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州・奄美諸
島の沖永良部島／朝鮮済州島・中国・インド
シナ

生 育 地 山地の林下のやや陰湿な場所に生える。稲敷
市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

稲敷市（内山）
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ノコギリシダ
Diplazium wichurae (Mett.) Diels メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（福島県南部・関東地方・能登半島以西）・
四国・九州・琉球・小笠原／朝鮮南部・台湾・
中国

生 育 地 山地林下の陰湿な地上か岩上に生える。つく
ば市，石岡市や北茨城市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

エビラシダ
Gymnocarpium oyamense (Baker) Ching メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（関東地方から近畿地方）・四国／ネパー
ル・中国・台湾・フィリピン・ニューギニア

生 育 地 山地の林下の陰湿な岩壁と岩石地に生える。
大子町に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（藤田）

コガネシダ
Woodsia macrochlaena Mett. ex Kuhn メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国北部・ソビエ
ト東部

生 育 地 山地林下や林縁の岩上に生える。久慈山地に
生育する。

選 定 理 由 生育地点や個体数が少ない

そ の 他

男体山（内山）
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サジラン
Loxogramme duclouxii H.Christ ウラボシ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012

分 布 本州（福島県以西）・四国・九州／ヒマラヤ・
中国（西・南部）・タイ・台湾・朝鮮（済州島）

生 育 地 山地林中の岩上や樹幹に着生する。常陸太田
市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

クリハラン
Neocheiropteris ensata (Thunb.) Ching ウラボシ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州・沖縄本
島／朝鮮の済州島・台湾の高山・中国からイ
ンドシナにかけて

生 育 地 山林中の地上やまれに湿った岩上に生える。
吾国山，土浦市，北茨城市などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

オシャグジデンダ
Polypodium fauriei H.Christ ウラボシ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道から九州（中央山地）／朝鮮（済州島）・
南千島

生 育 地 深山の樹幹や岩上に着生する。八溝山などに
生育する。

選 定 理 由 個体数が少ない，森林の伐採

そ の 他

（県博収蔵標本：加波山産）
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サンショウモ
Salvinia natans (L.) All. サンショウモ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国（瀬戸内側）・九州（西部）／ヨー
ロッパ・アジア・アフリカ・アメリカ

生 育 地 水田や池沼の水面に生育する。県内各地に見
られるが，生育地は減少している。

選 定 理 由 農地の改修，農薬の使用

そ の 他

常陸太田市（内山）

ツガ
Tsuga sieboldii Carriere マツ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（福島県八溝山以西）・四国・九州（屋久島）
／朝鮮の鬱陵島

生 育 地 山地に生える。八溝山や竜神峡などに生育す
る。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

サクラバハンノキ
Alnus trabeculosa Hand.-Mazz. カバノキ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（茨城県・新潟県以西）・九州（宮崎県）
／中国（南東部）

生 育 地 湿地にまれに生える。県内では，高萩市が唯
一の生育地である。

選 定 理 由 生育地点が少ない

そ の 他

日立市（内山）
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トキホコリ
Elatostema densiflorum Franch. et Sav. ex Maxim. イラクサ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道西南部・本州中部　[日本固有種]

生 育 地 低地の湿ったところに生える。佐白山，水戸
市，常陸太田市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，登山者による踏みつけ

そ の 他

常陸大宮市（藤田）

ミヤマツチトリモチ
Balanophora nipponica Makino ツチトリモチ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（秋田県・岩手県以南）・四国・九州　[日
本固有種]

生 育 地 落葉樹林下に生える。北茨城市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

コギシギシ
Rumex dentatus L.  subsp. nipponicus (Franch. et Sav.) Rech.f. タデ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮・中国（本
土・台湾）

生 育 地 日当たりのよい原野に生える。鬼怒川や利根
川などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

牛久市（丸山）
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マルミノヤマゴボウ
Phytolacca japonica Makino ヤマゴボウ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州

生 育 地 山地の林下に生える。男体山などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

男体山（中崎）

ワチガイソウ
Pseudostellaria heterantha (Maxim.) Pax ナデシコ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（福島県以南）・四国・九州／中国

生 育 地 山地の林下に生える。筑波山，大子町などに
生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

ヒナワチガイソウ
Pseudostellaria heterantha (Maxim.) Pax  var. linearifolia (Takeda) Nemoto ナデシコ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（茨城県・千葉県・東京都・三重県・愛媛県）
[日本固有種]

生 育 地 山地の林下に生える。筑波山に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採。

そ の 他

桜川市（内山）
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アズマレイジンソウ
Aconitum pterocaule Koidz. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州中部の主として日本海側　[日本固有種]

生 育 地 林中や林縁に生える。八溝山や筑波山に生育
する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

ミチノクフクジュソウ
Adonis multiflora Nishikawa et Koji Ito キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（東北地方から中部地方）・九州

生 育 地 温帯の落葉樹林下に生える。大子町などに生
育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，園芸採取

そ の 他

大子町（中崎）

フクジュソウ
Adonis ramosa Franch. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮，中国（東北），
シベリア東部

生 育 地 温帯の落葉樹林下に生える。常陸大宮市，高
萩市，北茨城市などに生育する。

選 定 理 由 園芸採取

そ の 他

北茨城市（内山）
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エンコウソウ
Caltha palustris L.  var. enkoso H.Hara キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・北海道／千島・樺太

生 育 地 浅い水中や湿地に生える。城里町，大子町に
生育するが，個体数は減少している。

選 定 理 由 園芸採取

そ の 他

城里町（内山）

スハマソウ
Hepatica nobilis Schreb.  var. japonica Nakai  f. variegata (Makino) Nakai キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・四国／ヨーロッパ・東アジア

生 育 地 落葉広葉樹林の林下に生える。大子町，常陸
太田市などに生育地があるが，生育環境が悪
化している。

選 定 理 由 園芸採取，森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

ヒメウズ
Semiaquilegia adoxoides (DC.) Makino キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州／朝鮮南部・
中国

生 育 地 人里に近い山すそや道ばたの草むらや石垣に
生える。牛久市や常総市などにまれに生育す
る。

選 定 理 由 生育地点が少ない

そ の 他

牛久市（内山）
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シキンカラマツ
Thalictrum rochebrunianum Franch. et Sav. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（長野県・群馬県・福島県）

生 育 地 木陰の湿った草地に生える。北茨城市に生育
するが，生育環境悪化により，個体数は減少
している。

選 定 理 由 生育地点が少ない，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

北茨城市（内山）

ジュンサイ
Brasenia schreberi J.F.Gmel. スイレン科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州・琉球

生 育 地 底に有機物が堆積した古い池に生える。県内
では数か所に生育する。

選 定 理 由 湖岸の埋立，水質の汚濁

そ の 他

常陸太田市（内山）

ヒツジグサ
Nymphaea tetragona Georgi スイレン科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・四国・九州／ヨーロッパ・シベリア・
東アジア・インド北部

生 育 地 古い池や沼に生える。県内数か所に生育する。

選 定 理 由 湖岸の埋立，水質の汚濁

そ の 他

常陸太田市（内山）
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ベニバナヤマシャクヤク
Paeonia obovata Maxim. ボタン科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（北部）・
樺太

生 育 地 落葉広葉樹林下に生える。大子町や八溝山な
どに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，園芸採取，森林の伐採

そ の 他 ケナシベニバナヤマシャクヤクを含む。

大子町（清水）

コモウセンゴケ
Drosera spathulata Labill. モウセンゴケ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012

分 布 本州（宮城県以南）・四国・九州・琉球／中国（本
土・台湾）・東南アジア・オーストラリア

生 育 地 日当たりのよい酸性の湿地に生える。北茨城
市，高萩市などに生育するが個体数は減少し
ている。

選 定 理 由 湿地の開発，農地の改修，遷移の進行

そ の 他

イワハタザオ
Arabis serrata Franch. et Sav.  var. japonica (H.Boissieu) Ohwi アブラナ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州中北部

生 育 地 山地に生える。県内の生育地は大子町，男体
山，竜神峡などの久慈山地に限られている。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

高萩市（森本）
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オオチチッパベンケイ
Hylotelephium sordidum (Maxim.) H.Ohba  var. oishii (Ohwi) H.Ohba et M.Amano ベンケイソウ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧ⅠB類（EN）

分 布 本州北部（多雪地帯に多い）　[日本固有種]

生 育 地 山地の岩上，まれに樹上または屋根上に生え
る。主に久慈山地に生育するが個体数は少な
い。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

ヒメレンゲ
Sedum subtile Miq. ベンケイソウ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／中国・ヒマ
ラヤ東部

生 育 地 沢沿いの岩上に生える。県内の生育地は久慈
山地に限られている。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（藤田）

アズマツメクサ
Tillaea aquatica L. ベンケイソウ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州／北半球の温帯

生 育 地 水田や海浜泥地に生える。常総市などの湿地
に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

常総市（小松﨑）
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イワネコノメソウ
Chrysosplenium echinus Maxim. ユキノシタ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東・東海地方）・四国・九州　[日本
固有種]

生 育 地 温帯林の沢に沿う陰湿地に生える。八溝山や
北茨城市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

ヤグルマソウ
Rodgersia podophylla A.Gray ユキノシタ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道西南部・本州／朝鮮

生 育 地 谷沿いの林下に生える。北茨城市と八溝山の
２か所に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

ミヤマザクラ
Cerasus maximowiczii (Rupr.) Kom. バラ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州の温帯から亜寒帯
／朝鮮・中国（東北）・ウスリー・樺太

生 育 地 山地の上部から亜高山に生える。また，蛇紋
岩地帯や石灰岩地帯にも見られる。県内では，
筑波山が唯一の生育地である。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）
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アズマイバラ
Rosa onoei Makino  var. oligantha (Franch. et Sav.) H.Ohba バラ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（宮城県以南・愛知県豊川以東）　[日本
固有種]

生 育 地 丘陵地，低山地に生える。県内では，筑波山
が唯一の生育地である。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）

コジキイチゴ
Rubus sumatranus Miq. バラ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東・中部地方以西）・四国・九州／
朝鮮南部・中国大陸・台湾　

生 育 地 暖地に生える。つくば市，城里町，御前山な
どに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

御前山（内山）

ナガボノアカワレモコウ
Sanguisorba tenuifolia Fisch. ex Link var. purpurea Trautv. et Mey.（102） バラ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（西部）・四国・九州／朝鮮・中国（東北）

生 育 地 湿地などに生える。神栖市，稲敷市，小貝川
などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

稲敷市（内山）
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ナンキンナナカマド
Sorbus gracilis (Siebold et Zucc.) K.Koch バラ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（福島県・新潟県以西）・四国・九州　[日
本固有種]

生 育 地 山地に生える。八溝山，竜神峡などに生育す
る。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

イタチササゲ
Lathyrus davidii Hance マメ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・九州／朝鮮・中国（北部・東北）・
ウスリー

生 育 地 山地の草原，林縁に生える。大子町と水戸市
に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

マルミノウルシ
Euphorbia ebracteolata Hayata トウダイグサ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東地方以北）／中国の中部から朝鮮
半島

生 育 地 山地の開けた草地などに生える。大子町に生
育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（中崎）

（中崎収蔵標本：大子町産）
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カラコギカエデ
Acer ginnala Maxim.  var. aidzuense (Franch.) K.Ogata カエデ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／東シベリア・中
国（東北）・朝鮮　[日本固有種]

生 育 地 低山の湿地の林内に生える。小貝川などに生
育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

笠間市（内山）

コガンピ
Diplomorpha ganpi (Siebold et Zucc.) Nakai ジンチョウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（群馬県赤城山および茨城県・福井県東
部以西）・四国・九州（奄美諸島）／台湾

生 育 地 日当たりのよい山野に生える。日立市，笠間
市などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（内山）

ナガハシスミレ
Viola rostrata Pursh スミレ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州北部から鳥取県の日本海側　[日本固有
種]

生 育 地 山地に生える。鶏足山塊に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

城里町（内山）
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ミズキンバイ
Ludwigia peploides (Kunth) Raven  subsp. stipulacea (Ohwi) Raven アカバナ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・四国・九州／中国（台湾・海南島）

生 育 地 沼沢地に生える。行方市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，溜池の埋立

そ の 他

水戸市（内山）

フサモ
Myriophyllum verticillatum L. アリノトウグサ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／ヨーロッパ・ア
フリカ北部・アジア・北アメリカ

生 育 地 池や沼に生える。常陸太田市などに生育する。

選 定 理 由 溜池の埋立，水質の汚濁

そ の 他

常陸太田市（村上）

エキサイゼリ
Apodicarpum ikenoi Makino セリ科

茨城県2012 絶滅危惧ⅠＢ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東地方と愛知県）　[日本固有種]

生 育 地 湿地に生える。小貝川などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

常総市（内山）
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